
国分寺市では，脱炭素社会形成に向けた取組をより一

層推進していくため，「（仮称）国分寺市地球温暖化防

止行動計画（市域版）」策定に向けた検討を進めていま

す。

脱炭素社会の実現に向けてぜひみなさんのご意見をお

聴かせください。

国分寺市まちづくり部まちづくり計画課



国分寺市では，地球温暖化という地球規模の課題に対応する

ため，令和４年２月に2050年温室効果ガス排出量を実質ゼロ

とする「ゼロカーボンシティ」として，脱炭素社会を目指すこ

とを表明しました。

今後，市域全体において脱炭素社会形成に向けた取組をより

一層推進していく必要があります。

国分寺市は
脱炭素社会の形成を目指します

2050年までに、二酸化炭素などの

温室効果ガスの排出量と森林などによ
る除去量を差し引きゼロにすることを
表明した自治体のこと。
2023年3月31日時点で934自治体が表

明しています。

ゼロカーボンシティって？

国分寺市の温室効果ガスの排出状況や
アンケートの結果を見てみよう！

＊各パネルにおける「市民のみなさんに聞いてみました」は令和４年度に実施した「地球温暖化対策に関する市民アンケ

ート調査」の結果を掲載しています。

実施期間：令和４年11月18日～12月12日

対 象：国分寺市に住民登録をされている満18歳以上の方3,000名（無作為抽出）



地球温暖化ってなんだろう①

世界の平均気温の上昇は最大5.7℃

地球温暖化とは
地球の大気中には「温室効果ガス」と呼ばれる気体が含まれ

ています。太陽から地球に届いた熱は地上からはねかえされて

宇宙に放出されますが、「温室

効果ガス」により、生物が生き

ていくために必要な地球の温度

が保たれています。

しかし、この温室効果ガスの

濃度があがり、宇宙に放出され

るはずの熱が大気中に閉じ込め

られることにより、地表面の気

温が上昇してしまうのが地球温

暖化です。

近年、人間の活動によって、

大量の温室効果ガスが大気中

に放出され、地球の気温が上

昇し、自然界のバランスを崩

しています。このままのス

ピードで温室効果ガスが増え

続け、気温が上昇すれば、地

球環境が悪化し、私たちの生

活や健康に大きな被害がもた

らされることになります。
資料：温室効果ガスインベントリオフィス／全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（https://www.jccca.org/）より



気温が高くなると…

市民のみなさんに聞いてみました①
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地球温暖化対策は差し迫った問題だと思うか [n=1051]

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない わからない 無回答・無効回答

地球温暖化対策に急いで取り組む必要があるか
聞いてみたよ

９割以上の人が「そう思う」と回答

たくさんの人が不安
を感じているんだね

地球上でさまざまな影響が出ると言われています。

サンゴ礁の白化
（沖縄県 慶良間列島 阿嘉島
周辺）

乾期になると乾いたサバンナの
草原では火事が起きます。地球
温暖化による異常高温・熱波が
続くと、火事は燃え広がりやす
くなり、そこに生息するいきも
のは大きな影響を受ける恐れが
あります。

アゴヒゲアザラシ。地球温暖化
による海氷の減少により住処を
奪われ、絶滅の危機に瀕してい
る代表的な動物

村落に迫る砂丘。電信柱の下半
分が砂で埋まっている。
（中国、内モンゴル自治区、ホ
ルチン沙漠）

写真・資料：温室効果ガスインベントリオフィス／
全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（https://www.jccca.org/）より

地球温暖化ってなんだろう②
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・国分寺市の2019年度の温室効果

ガス排出量は334千t-CO2です。

・温室効果ガス排出量のうち，

二酸化炭素（CO2）が約９割を

占めています。

国分寺市の温室効果ガス排出量ってどれくらい？

CO₂

89.4%

その他ガス

10.6%

2019年度

温室効果ガス排出量

334千t-CO2

国分寺市ではどう推移しているの？

・国分寺市の温室効果ガス排出量は増加傾向が続いていましたが，

2012年度以降はおおむね減少傾向で推移しています。

資料：オール東京62市区町村共同事業みどり東京温暖化防止プロジェクト「多摩地域の温室効果ガス排出量」（2022年３月）より作成

国分寺市の排出量の現状①



国分寺市ではどの部門のCO２排出量が多いの？

・2019年度のCO2排出量は299千t-CO2です。

・部門別のCO2排出量でみると，

家庭部門が約５割，

業務部門が約３割です。

・家庭部門と業務部門で

CO2排出量全体の約８割を

占めています。

家庭部門が半分も
占めているんだね

国分寺市の排出量の現状②
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資料：オール東京62市区町村共同事業みどり東京温暖化防止プロジェクト「多摩地域の温室効果ガス排出量」（2022年３月）、東京都環境局「東京都

における最終エネルギー消費及び温室効果ガス排出量総合調査（2019（令和元）年度実績）、国立環境研究所「日本の温室効果ガス排出量デー

タ（19990～2020年度）」（2022年４月）より作成

■１人あたりのCO２排出量

（家庭部門2019年度実績）

産業部門
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52.2%

業務部門

29.0%

運輸部門

13.7%

廃棄物部門
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・全12項目中10項目において、「行っている」が５割を超えており、

省エネに対する意識は高く，日常から取り組んでいる状況が伺えます。

家庭での省エネの取組状況は？

市民のみなさんに聞いてみました②

家庭での再エネ由来電力の契約状況は？

6.3% 19.6% 34.9% 5.1% 32.8% 1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

再エネ由来電力の契約状況 [n=1051]

契約している 今後検討したい 安価になれば検討したい 契約するつもりはない わからない 無回答・無効回答

未契約の家庭でも関心が
高いんだね
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[n=988]

[n=886]
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[n=969]
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[n=1000]
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夏は冷やしすぎに注意し、無理のない範囲で

エアコンの設定温度を上げる（目安28℃）

冬の暖房時のエアコンの設定温度は20℃を目安にする

エアコンのフィルターを月に１～２回掃除する

照明器具をLEDに取り換える

冷蔵庫にものを詰め込みすぎない

電気ポットを長時間使用しないときはプラグを抜き、再沸騰させる

野菜の下ごしらえにガスコンロではなく電子レンジを使う

入浴はお湯を沸かした後、間隔を開けずに入る

シャワーは不必要に流したままにしない

温水洗浄便座を使わないときはフタを閉める

テレビの画面は明るすぎないようにする

急発進・急ブレーキの少ない自動車の運転をする

省エネの取組状況 [n=1051]

行っている 今後行いたい 行うのが難しい 必要性を感じない

省エネの取組状況 ※

シャワーは不必要に流したままにしない

温水洗浄便座を使わないときはフタを閉める

急発進・急ブレーキの少ない自動車の運転をする

５割以上の人が「検討したい」と回答

８割以上の人が「行っている」と回答 ※回答割合の算出において，「該当しない・所有していない」，無回答・
無効回答は除いています。
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夏は冷やしすぎに注意し、無理のない範囲で

エアコンの設定温度を上げる（目安28℃）

冬の暖房時のエアコンの設定温度は20℃を目安にする

エアコンのフィルターを月に１～２回掃除する

照明器具をLEDに取り換える

冷蔵庫にものを詰め込みすぎない

電気ポットを長時間使用しないときはプラグを抜き、再沸騰させる

野菜の下ごしらえにガスコンロではなく電子レンジを使う

入浴はお湯を沸かした後、間隔を開けずに入る

シャワーは不必要に流したままにしない

温水洗浄便座を使わないときはフタを閉める

テレビの画面は明るすぎないようにする

急発進・急ブレーキの少ない自動車の運転をする

省エネの取組状況 [n=1051]

行っている 今後行いたい 行うのが難しい 必要性を感じない



・住宅の断熱化の導入割合が最も高く、次いで高効率給湯器、

プラグインハイブリッド自動車・ハイブリッド自動車となっています。

家庭での再エネ設備や省エネ機器の導入状況は？

市民のみなさんに聞いてみました③

地球温暖化対策に取り組む上で、難しいと感じる点や
行動しづらいと感じる理由は？
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34.0%

30.0%
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[n=795]

[n=636]

[n=624]

[n=607]

[n=703]
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太陽光発電システム

太陽熱利用システム

蓄電池システム

高効率給湯器

家庭用燃料電池

住宅の断熱化

住宅のZEH化（ネット・ゼロ・エネルギー住宅）

HEMS（家庭用エネルギー管理システム）

バイオマス利用

プラグインハイブリッド自動車、

ハイブリッド自動車

電気自動車、燃料電池自動車

再エネ設備・省エネ機器の導入状況 [n=1051]

すでに導入している 買替えの時期が来れば導入したい 安価になれば導入したい 導入するつもりはない

再エネ設備・省エネ機器の導入状況 ※

高効率給湯器

住宅の断熱化

プラグインハイブリッド自動車、
ハイブリッド自動車

※回答割合の算出において，「集合住宅や借家などで導入できない」（該当しない），無回答・無効回答は除いています。

※あてはまる番号すべてに〇

79.4%

25.1%

20.2%

19.7%

18.7%

9.6%

2.0%

3.9%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

機器の取り替えなどで費用がかかる

省エネ・再エネについての知識が足りない

時間や手間がかかり利便性が失われる

どう取り組めばよいのかわからない

行動による効果が実感できない

行動しづらいとは感じない

地球温暖化対策に関心がない・必要性を感じない

その他

無回答

地球温暖化対策に取り組む上で難しい点・行動しづらいと感じる理由 [n=1051]（複数回答）

みんな熱心に取り組ん

でいるけど、費用面を

はじめ、難しさも感じ

ているみたいだ

※



このまま対策をしないとどうなるの？
・将来推計の結果、追加的な対策を行わない場合（現状すう勢ケース），

国分寺市の温室効果ガス排出量は，増加すると予測されています。

市民のみなさんに聞いてみました④

市内の温室効果ガス排出量を削減するために

どのように取り組むことが重要か聞いてみたよ

79.4%

55.9%

54.5%

50.6%

29.3%

4.0%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

市民一人ひとりが省エネ行動に取り組む

事業者が省エネ行動や再エネ設備の積極的な導入を行う

二酸化炭素の吸収源である緑地や森林の整備を進める

公共交通機関の利用促進や自転車の通行環境の構築を進める

市民一人ひとりが再エネ設備の設置を進める

その他

無回答

温室効果ガス排出削減に向けて重視すべき取組 [n=1051]（複数回答）

約８割の人が「一人ひと
りが省エネ行動に取り組

むこと」と回答

排出量

2000年度
（都基準年）

2013年度
（国基準年）

2019年度
（現状）

2030年度
（目標中間年度）

2050年度
（最終目標年度）

温室効果ガス
排出量実質ゼロ
達成

現状すう勢ケース

目標達成のた
めに必要な削
減量

国分寺市の排出量の現状④

※

※あてはまる番号すべてに〇

市民一人ひとりが省エネ行動に取り組む

310

376

334

（千t-CO２）



47.6%

41.7%

38.7%

33.4%

27.9%

27.6%

26.9%

25.5%

24.7%

23.7%

18.0%

17.7%

15.5%

15.1%

13.4%

12.0%

10.7%

8.9%

8.2%

5.8%

3.2%

3.1%

2.4%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ごみの減量・リサイクルの推進

身近なみどりや農地の保全・整備の推進

太陽光発電機器など再エネ設備の普及促進（補助金制度など）

学校や地域での環境教育・学習の推進や環境に関するイベントや講座の充実

住宅や事業所など建物の断熱性能の向上の促進（補助金制度など）

電気自動車や燃料電池自動車などの次世代自動車の普及促進（補助金制度など）

地球温暖化に関する情報提供の充実（市報やホームページなど）

公共施設への太陽光発電機器などの再エネ設備や省エネ機器の率先導入

災害対策（ハザードマップの周知、災害発生時の備えなど）の推進

自転車や公共交通機関の利用の促進（普及啓発など）

公共施設における再エネ100％または比率の高い電力への切り替え

公共施設への電気自動車や燃料電池自動車の電源供給を行うステーションの設置

気候変動に適応するための市内農業の支援

熱中症対策（クールシェアスポットの設置・周知など）の推進

事業所・オフィスでの省エネ対策の支援（省エネ診断など）、環境配慮行動の促進

環境保全のために活動している市民団体などへの支援

生物多様性の保全、外来種対策の推進

地方部の森林整備によるカーボンオフセットの推進

災害時における市内事業者のBCP（事業継続計画）策定の促進

市民・事業者・市の連携及び協力（協議会の設置、事業者との協定締結など）

省エネ対策などの地球温暖化対策に関する相談窓口の設置

わからない・特にない

その他

無回答・無効回答

今後市に期待する取組 [n=1051]（複数回答）

今後、国分寺市に期待する取組は？
・ごみの減量・リサイクルの推進の回答割合が最も高く、次いで

身近なみどりや農地の保全・整備の推進、太陽光発電機器など再エネ

設備の普及促進（補助金制度など）と続いています。

・ごみ問題やみどりなどの生活環境や、再エネ設備の普及促進などの

取組への関心が高いことが伺えます。

市民のみなさんに聞いてみました⑤

※あてはまる番号５つまで〇

※


